
アメリカ・インディアン諸語 (世界の女性語)

言語: ja

出版者: 

公開日: 2015-10-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 八杉, 佳穂

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/5816URL



20

●第1章 ●世界の女性語 ●1

ア メ リカ ・イ ンデ ィア ン諸 語

八 杉 佳 穂

　言語や語族 の認定や話者の数 などは,

簡 単そうであ りなが ら,言 語学者をたえ

ず悩 ませる難 しい問題であるが,概 観を

つかむためにあえて無理をしてい うと,

アメ リカ大陸には,2000万 以上の人 によ

り,700を 越 す言語が話 されてい るとみ

ることがで きよう。 この うち女性語 に関

しては,コ アサティ(Koasati)語 が もっ

とも有名である。アメリカ合衆国のルイ

ジアナ州の南西部で話 されているコアサ

ティ語では,動 詞の活用形の一部 に男女

の違 いが見出される。以下 に数列挙げる

が,簡 略化して言 うと,男 性語は,女 性

語の語尾 を-sに 変 える。 しか し最近では

男女の区別がな くなっているという。,

　　　 男　 　　　 　　女

　lakawtakkbs　 lakawtakkq

　　 　 「私は持ち上 げていない」

　lkawwa・s　 　lakawwa・

　　　 「彼 は持 ち上 げるだろう」

　ka・s　 　　　 ka・

　　　 「彼 は言っている」

　lakawwis　 　 lakawwil

　　 　 「私 は持 ち上 げている」

　lakawhoos　 　 lakawhol

　　 　 「持 ち上 げなさい」

　 これに対 し,カ リフォルニア州北部の

ヤナ(Yana)語 や 中米 のベ リースか らニ

カラグアの大西洋岸で話 されているガ リ

フナ(Garffuna)語 で は,男 女の 区別が

もっと顕著にみ られる。

　ヤナ語ではほとん どの語 に男女の区別

がある。男性語 は男性 に対 してだけ用い

られるにすぎないが,女 性語 は女性ばか

りでなく,男 性が女性 に話す場合 にも用

い られる。一般 に男性語 のほうが女性語

より長 い形をとる。

　「火」

　 'au-na(男 性語)　　 'au`(女 性語)

「人 」

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 サ

　ya-na　 　　　　　　　ya

「そ れ 」

　 aidje'e　 　　　　　　　　　aidje

「あ れ 」

　 ロ　　　 シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　aiye　e　　　　　　　　　 arye

「彼 は す る で あ ろ う」

　t`USI'1　　　　　　　　　 t`USl

「彼 は殺 さ れ る」

　ap'dj　isiwa'a　 　 　 ap'djisiwa

しかし多音節の名詞の場合と短母音で終

わる動詞の多くは,女 性語の場合,最 後

の母音やその前の子音が無声気息化す

る。

　「男」
　 　 ほロ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くコ　　ロ　 　 1SI　 　 　　 　 　　 　　 　　 IS

　1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

　「鳥」

　　gagi　 　　　　　　　　 gak`o

　 「食べる」



　 　 　 　ラの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムリコ　 　 moi　 　　　 　　 　　　 　 moi

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む

　 このほか行動 を表す動詞に男女により

異なる語が用いられ ることがある。

　「行 く」

　　ni-/ni-　 　 　 　 `a-

　 「踊る」

　　bu-ri-/bu-ri　　　　　dja-ri-/dj　a-ri一

　 また正常でないことを表す動詞の多 く

は女性語の場合 一yai一が ついて区別 され

る。

　「目がみえない」

　　lulami-'a-　 　　　 lulmai-yai-'a一

　 ガリフナ語 は,ブ ラックカ リブ語 とい

われることもあるが,言 語的にはカリブ

語族ではな く,ア ラワク語族 に属する。

男性語 と女性語の区別があるが,男 性語

と女性語の発達の起源 は,コ ロンブス以

前の時代にあったカ リブ(Carib)族 に よ

るアラワク(Arawak)族 の征服 にあると

いう。征服者のカリブ族 は最初カ リブ語

を話 していたが,征 服 されたアラワク族

の女性 は,ア ラワク語を話 し続けた。子

供たちは最初母 親か らア ラワク語 を学

び,成 長 して父親 か らカ リブ語 を学ん

だ。そこで接辞や動詞形 など,ア ラワク

語の文法体系が基礎 にな り,単 語がカリ

ブ語 に置 き換わった といわれているが,

確 かなことは不明である。

　 しかし17世 紀 には,ガ リフナ語の基礎

語彙の50%に 男 女の区別があったのに,

現在では100語 中わずか4語 しかない と

いう。言い換えれば,女 性語の90%が 残

っているのに対 し,男 性語は10%し か残

っていない。女性 語の ほうが優 勢 とな

り,た とえば男性語のau「 私」,　amoro

「君 」は す た れ,男 性 も,女 性 語 の

nug丘ya「 私」,　buguya「 あ な た」を 使

っ て い る。

ア メ リカ ・イ ン デ ィア ン諸 語

　　男性語　　 女性語

「私」au　 　 　 nuguya

「君」amoro　 buguya

「女」wori　 　 hianru

「男」wogori　 eyeri

　 人 称標識は三人称単数で,男 性 と女性

の区別があり,そ れは名詞の性 と呼応す

るが,名 詞の性の扱いには特徴的なもの

がある。すなわち抽象物 は,女 性話者の

場合男性で,男 性話者の場合は女性 とし

て取 り扱われる。 しかし具体物 は,話 者

に よ る違 い は な い。た とえ ば,hati

「月」は,話 者が男であろうと女であろ

うと男性 として扱われ るが,そ れが月日

の 「月」 となる と,抽 象名詞 とな るの

で,男 性話者の場合は女性 として,女 性

話者の場合は男性 として扱われ る。

　性のあるものはその性 に従 うが,性 が

ないものは,ど ちらかに分類 される。女

性扱いを受ける名詞 には,容 器類,家,

乗 物,衣 服,ベ ッ ド,ハ ンモック,箱,

壺,鍋,銃 刀類,卵,木,栽 培 植 物,

星,性 が不分明 な鳥や 魚,這 う昆虫,

蛇,亀 などの動物な どがあり,一 方,針

な どの尖った道具,身 体名称の大部分,

飛 ぶ昆虫,野 性植物,月,太 陽,具 体物

のほとんどは男性の扱いを受 ける。例外

的な名詞を挙げるとつぎの ようになる。

　 bunidi「 帽 子」 は男 性,借 用 語 彙 の

ar6ba「 キ ャサバパ ン」binu「 ラム酒」

は男 性,fed「 パ ン」,　diw61「 ワ イ ン」

は女性。

　女性扱いされる身体名称:「 腹」「腸」

「心　 1「 肝 臓」「肺」「鼻」「喉」「舌」

「血管」「子宮」。 しか し 「ペニス」は女

性,「 ワギナ」 は男性扱い。
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　男性扱 い にされ る栽 培植物:「 唐 辛

子」「パイナ ップル」「米」「とうもろこ

し」

　 その他の言語で男女 の区別 をする とい

う報告 は,ア メリカ南西部 のプエブロ ・

インディアンなどいくつかにみられる。

人称代名詞(接 辞)や 親族名称 における

区別だ けの場合が多いが,メ キシコのオ

アバカ州の ミシュテク(Mixtec)語 の コ

ァッォスパ ン(Coatzospan)方 言 で は,

発音 における男女の違いが報告 されてい

る。e,　iの まえで男はt,　 dで 発音する

のに対 し,女 は口蓋化 した こ,」 で発音

する。

　　　　　　　男　 　 　 女

「犬」　　　 tiny!　 　 こina!

「水 」　　　 dU7te　 　 dU7ごe

「∠∫、さい」　 !lu?di　　 !1血?了i

「黒い」　　 die　 　 Jee

　 こ れ に 対 し て ア コ マ(Acoma)語 や ラ

グ ナ ・ケ レ サ ン(Laguna　 Keresan)語 で

は,母 音 の長 さ に よ る。

　　　　　　　　　　 男　　 　 女

「痛い!」 　　　　 'ayaa'a　 'aya'a

　 (アコマ語)

「熱い(触 って)」　　壬d£盤　　　孟d£'}

　 (ラグナ・ケレサン語)

「冷たい」　　　　 iyuu'u　 iyu'u

「怖 い」　　　　　 imii'i　　 imi'i

プ エ ブ ロ ・イ ン デ ィ ア ン で は,い くつ か

の 語(特 に感情表現 や応答語)に 男 女 差 が み

ら れ る。

　 　 　 男 　 　 　 　 　 　 　 女

「あ りが と う 」

　 k"'ak"'aha(-y)　 　　　?ask"'ali

　 　 　 Hopi(Third　 Mesa)<言 語(方 言)>

　 kunda　 　　　　　　　　　kuna

　 　 　 Tetiva(Arizona)

　 hawa・ 　 　　 　 　 　 hsrkEm

　 　 　 Tiwa{Sandia)

「美 しい 」

　 1610ma　 　 　 　 　 　 s6nwayo

　 　 　 Hopi(Third　 Mesa)

　 ?an"iic?e　 　 　　 　 an"umeec?a

　 　 　 Keresan(acoma)

　 sagi?wo?　 　　　 　 ?asagi

　 　 　 Tewa(Arizona)

「は い(返 事)」

　 hoy　 　 　 　 　 　 　 ha・

　 　 　 Tewa(Arizona)

　 haman　 　　　　　　　　hoy　 　 ,

　 　 　 TeWa(Rio　 Grande}

「大 き い 」

　 h6sqaya　 　　　　　　　ya:sayoqu

　 　 　 Hopi(Third　 Mesa}

「開 い た 」

　 hbei　 　　　　　　　　　 hin?br

　 　 　 Hopi(Third　 Mesa}

「良 い 」

　 ・?6yy6　 　　　　　　　　　。つayya

　 　 　 Tewa(Arizona)

「ご ち そ う さ ま 」

　 naita　 　　　　　　　huw'ehe

　 　 　 Keresan(Acoma)

「な に?(呼 ばれ て)」

　 hai　 　 　 　 　 　 　 　hie

　 　 　 Keresan(Aroma)

「痛 い!」

　 ?and・-q　 　　　　　　　?i・sana

　 　 　 Hopi(Third　 Mesa)

　 女 性 語 に 関 す る 報 告 は,以 上 み た 程 度

で あ り,ア メ リ カ 大 陸 で は 言 語 に よ る 男

女 の 区 別 は,ご く限 ら れ た 言 語 に 現 れ る

特 殊 な現 象 とい っ て い い の で は な か ろ う



か 。
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